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山本英人さん

株式会社Mellow

静岡出身で小さいころから祖父母・両親が家族経営
する燃料の販売店で配達や店番の手伝いをしてい
ました。
そのため、将来いつでも手伝えるよう選んだのが、
商学部・会計学科です。大学に入学し最初の簿記講義
で、うん、これは天職だなと感じました。
一行の仕訳に取引のすべてが凝縮されている。配達や
店番のリアルな場面と仕訳がリンクし、複式簿記の
仕組みに感動したことを覚えています。
会計にのめり込み、朝8時から大学へ。日中講義の
合間に受験勉強、夜11時の閉門に合わせて帰宅。を
試験合格まで続けていました。

就職活動時はリーマンショックの最中で、監査法人は
狭き門。就職したくてもできない友人が続出した時代
でした。

そんな中で、あずさ監査法人に入所できたため、就職時
は監査法人から出るという選択肢はなかったのですが、
結果、３年で転身しました。

理由は2年連続でクライアントの粉飾決算を経験した
こと。監査人としての存在意義と、粉飾が起きる世の中
とのギャップを感じてしまいました。
であれば、監査される側になり、粉飾決算をしない、
させない会社を目指そうと思い、転身を決めました。

転身先のイグニスには上場準備のメンバーとして参加し
半年後に上場。間もなくコーポレート部門全体を率いる
なかで親会社への管理部門集約の弊害が顕在化、
子会社のMellowで管理部門を立ち上げることにしま
した。

Mellowでは管理部門を立ち上げながら資金調達を
実施し、シリーズBまでで累計19億円を調達しました。
ここまで順調でしたが、ここから自身の覚悟を問われ
た、大きなターニングポイントが訪れます。

当時、Mellowはティール組織を目指しており組織化を
していませんでした。その状態で100人近くの組織に
急拡大したことで、気づくと誰も全体像を把握できない
会社と化していたのです。

今振り返るとCFOとしても経営者としても未熟すぎ
ました。代表を支えるマインドを持ち管理部門・資金
調達にコミットする一方で、組織・事業へは口出しを
しなかったことが悪く作用したと感じています。
結果、全社で既存事業へのフォーカスが薄れ、新規
投資が次々と立ち上がり、単月６千万円の赤字を出す
状態に陥ってしまいました。

その状態で、さらに億単位の投資プロジェクトを代表が
進行していたことが顕在化します。

経営会議で議論を開始した頃には既にプロジェクトが
煮詰まった段階で、孤軍、何度も中止を訴えたものの
賛成多数で可決。
取締役会に諮ることになりました。

経営会議で決議されたからには自身の意思を押し
殺しましたが、取締役会当日、社外役員や主要株主
から反対意見が出され、
「現状の経営状況にも関わらずCFOは何をやっている
のか」と批判を浴びることに。
最終的に株主がストップをかけてプロジェクトは中止
しましたが、管理部員が全員、現状を顧みない経営に
愛想を尽かせ退職を選ぶという事態に発展しました。

この事態をきっかけに、それまでの『代表を支える』
マインドから『自身が経営者たる』マインドへと変え、
経営者として会社を牽引する覚悟が決まりました。

そこからは経営会議でも代表に対して「お前代表
だろ？行動で示せ、責任を取れ。できないなら自分
がやる」といった感じで、人事・組織領域も管掌下に
入れ、嫌われ役も厭わず、組織体制・カルチャーを
変貌させていきました。

2年経った今、Mellowは組織化が進み、単月黒字が
定着。自身の成果を自負していますが、自身だけで
も早期の変革は実現できなかったと思います。
ソフト面はそう簡単に変えられませんし、変えては
いけないこともある。
また、組織化の過程で部門間の対立構造を助長した
反省もあります。
ですが困難を経て、経営内が健全に議論し合え
『雨降って地固まる』関係性に昇華したことで危機を
乗り越えられたと思います。

私自身は今、以前にも増して経営者の一人として
コミットしています。そのため、肩書はCFOですが、
CFOとしてという感じはありません。

今の役割に関わらず、その時々で、自身が価値を
出せる、出すべきことをする。そこが拘りだと思って
います。

「経営会議で1人反対するも、多数決で案件は進むことに。その結果、管理部が瓦解。
これをきっかけに「覚悟」が決まりました。」

12

中央大学在学中に公認会計士試験に合格、 あずさ監査法人を経て
株式会社イグニスでIPOを経験。当時、グループ会社だった
株式会社Mellowに参画。コーポレート部門を統括。

【好きな言葉・座右の銘】 
lead by example（範を示せ）
※監査法人時代KPMGが掲げていたValueの一つ
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